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(57)【要約】
　マルチモードスモールセルのためのモード選択および
出力管理のための技法が本明細書で説明される。たとえ
ば、本技法は、アクセスポイントにおいて、アクセスポ
イントの近傍のマクロセルの測定を行うステップを伴い
得る。本技法は、測定結果に基づいて第1のRATおよび第
2のRATの出力またはリソースを管理するステップを伴っ
てよく、第1のRATまたは第2のRATの少なくとも1つの出
力がマクロセルのカバレッジエリアと関連付けられる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムにおける複数の無線アクセス技術(RAT)での通信のために構成
されるアクセスポイントを管理するための方法であって、
　前記アクセスポイントにおいて、前記アクセスポイントの近傍のマクロセルの測定を行
うステップと、
　測定結果に基づいて第1のRATおよび第2のRATの出力またはリソースを管理するステップ
とを備え、前記第1のRATまたは第2のRATの少なくとも1つの前記出力が前記マクロセルの
カバレッジエリアと関連付けられる、方法。
【請求項２】
　前記マクロセルの前記測定結果が閾値を上回るかどうかを判定するステップと、
　前記測定結果が前記閾値を下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのために第
1の動作モードを選択するステップと、
　前記測定結果が前記閾値以上であると判定したことに応答して、前記第1のRATのために
第2の動作モードを選択するステップとをさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記マクロセルの前記測定結果が第2の閾値を上回るかどうかを判定するステップと、
　前記測定結果が前記第2の閾値を下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのた
めに第1の動作モードを再選択するステップと、
　前記測定結果が前記第2の閾値以上であると判定したことに応答して、前記第1のRATの
ために第2の動作モードを再選択するステップとをさらに備える、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも1つのユーザ機器(UE)から前記マクロセルの測定結果を受信するステップと
、
　前記受信された測定結果に基づいて、前記第1のRATの前記出力またはリソースを再較正
するステップとをさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　測定を行うステップが、ネットワーク聴取(NL)を実行するステップ、UE報告を受信する
ステップ、X2を通じて前記測定結果を受信するステップ、または、運用管理および保守(O
AM)から前記測定結果を受信するステップの少なくとも1つを備える、請求項1に記載の方
法。
【請求項６】
　出力を管理するステップが、前記第1のRATのカバレッジを前記第2のRATのカバレッジに
適合させるように、前記第1のRATまたは前記第2のRATに対する送信出力を決定するステッ
プを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　リソースを管理するステップが、前記第1のRATまたは前記第2のRAT上のユーザに対して
利用可能なリソースを減らすことによって、前記第1のRATまたは前記第2のRATのためのユ
ーザ速度を抑制するステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記第1のRATが、1x、Universal Mobile Telecommunications System(UMTS)、またはGl
obal System for Mobile Communications(GSM(登録商標))の1つであり、前記第2のRATがL
ong Term Evolution(LTE)である、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信システムにおける複数の無線アクセス技術(RAT)での通信のために構成
される装置であって、
　アクセスポイントの近傍のマクロセルの測定を行うための手段と、
　測定結果に基づいて第1のRATおよび第2のRATの出力またはリソースを管理するための手
段とを備え、前記第1のRATまたは第2のRATの少なくとも1つの前記出力が前記マクロセル
のカバレッジエリアと関連付けられる、装置。
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【請求項１０】
　前記マクロセルの前記測定結果が閾値を上回るかどうかを判定するための手段と、
　前記測定結果が前記閾値を下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのために第
1の動作モードを選択するための手段と、
　前記測定結果が前記閾値以上であると判定したことに応答して、前記第1のRATのために
第2の動作モードを選択するための手段とをさらに備える、請求項9に記載の装置。
【請求項１１】
　前記マクロセルの前記測定結果が第2の閾値を上回るかどうかを判定するための手段と
、
　前記測定結果が前記第2の閾値を下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのた
めに第1の動作モードを再選択するための手段と、
　前記測定結果が前記第2の閾値以上であると判定したことに応答して、前記第1のRATの
ために第2の動作モードを再選択するための手段とをさらに備える、請求項10に記載の装
置。
【請求項１２】
　少なくとも1つのUEから測定結果を受信するための手段と、
　前記受信された測定結果に基づいて、前記第1のRATの前記出力またはリソースを再較正
するための手段とをさらに備える、請求項9に記載の装置。
【請求項１３】
　測定を行うステップが、ネットワーク聴取(NL)を実行するステップ、UE報告を受信する
ステップ、X2を通じて前記測定結果を受信するステップ、または、運用管理および保守(O
AM)から前記測定結果を受信するステップの少なくとも1つを備える、請求項9に記載の装
置。
【請求項１４】
　出力を管理するステップが、前記第1のRATのカバレッジを前記第2のRATのカバレッジに
適合させるように、前記第1のRATまたは前記第2のRATに対する送信出力を決定するステッ
プを備える、請求項9に記載の装置。
【請求項１５】
　リソースを管理するステップが、前記第1のRATまたは前記第2のRAT上のユーザに対して
利用可能なリソースを減らすことによって、前記第1のRATまたは前記第2のRATのためのユ
ーザ速度を抑制するステップを備える、請求項9に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第1のRATが、1x、Universal Mobile Telecommunications System(UMTS)、またはGl
obal System for Mobile Communications(GSM(登録商標))の1つであり、前記第2のRATがL
ong Term Evolution(LTE)である、請求項9に記載の装置。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信システムにおける複数の無線アクセス技術(RAT)での通信のために構成
される装置であって、
　アクセスポイントの近傍のマクロセルの測定を行うために構成される少なくとも1つの
送受信機と、
　測定結果に基づいて第1のRATおよび第2のRATの出力またはリソースを管理するために構
成される少なくとも1つのプロセッサであって、前記第1のRATまたは第2のRATの少なくと
も1つの前記出力が、前記マクロセルのカバレッジエリアと関連付けられる、プロセッサ
と、
　データを記憶するための、前記少なくとも1つのプロセッサに結合されたメモリとを備
える、装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　前記マクロセルの前記測定結果が閾値を上回るかどうかを判定することと、
　前記測定結果が前記閾値を下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのために第
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1の動作モードを選択することと、
　前記測定結果が前記閾値以上であると判定したことに応答して、前記第1のRATのために
第2の動作モードを選択することとを行うために構成される、請求項17に記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　前記マクロセルの前記測定結果が第2の閾値を上回るかどうかを判定することと、
　前記測定結果が前記第2の閾値を下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのた
めに第1の動作モードを再選択することと、
　前記測定結果が前記第2の閾値以上であると判定したことに応答して、前記第1のRATの
ために第2の動作モードを再選択することとを行うために構成される、請求項18に記載の
装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも1つの送受信機がさらに、
　　少なくとも1つのUEから測定結果を受信する
　ために構成され、
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　　前記受信された測定結果に基づいて、前記第1のRATの前記出力またはリソースを再較
正する
　ために構成される、請求項17に記載の装置。
【請求項２１】
　測定を行うことが、ネットワーク聴取(NL)を実行すること、UE報告を受信すること、X2
を通じて前記測定結果を受信すること、または、運用管理および保守(OAM)から前記測定
結果を受信することの少なくとも1つを備える、請求項17に記載の装置。
【請求項２２】
　出力を管理することが、前記第1のRATのカバレッジを前記第2のRATのカバレッジに適合
させるように、前記第1のRATまたは前記第2のRATに対する送信出力を決定することを備え
る、請求項17に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第1のRATが、1x、Universal Mobile Telecommunications System(UMTS)、またはGl
obal System for Mobile Communications(GSM(登録商標))の1つであり、前記第2のRATがL
ong Term Evolution(LTE)である、請求項17に記載の装置。
【請求項２４】
　データ処理デバイスに、
　アクセスポイントの近傍のマクロセルの測定を行わせ、
　前記測定結果に基づいて第1のRATおよび第2のRATの出力またはリソースを管理させる実
行可能命令を記憶し、前記第1のRATまたは第2のRATの少なくとも1つの前記出力が前記マ
クロセルのカバレッジエリアと関連付けられる、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２５】
　前記コンピュータ可読媒体がさらに、前記データ処理デバイスに、
　前記マクロセルの前記測定結果が閾値を上回るかどうかを判定させ、
　測定結果が前記閾値を下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのために第1の
動作モードを選択させ、
　前記測定結果が前記閾値以上であると判定したことに応答して、前記第1のRATのために
第2の動作モードを選択させる、請求項24に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２６】
　前記コンピュータ可読媒体がさらに、前記データ処理デバイスに、
　前記マクロセルの前記測定結果が第2の閾値を上回るかどうかを判定させ、
　前記測定結果が前記第2の閾値を下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのた
めに第1の動作モードを再選択させ、
　前記測定結果が前記第2の閾値以上であると判定したことに応答して、前記第1のRATの
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ために第2の動作モードを再選択させる、請求項25に記載の非一時的コンピュータ可読媒
体。
【請求項２７】
　前記コンピュータ可読媒体がさらに、前記データ処理デバイスに、
　少なくとも1つのUEから測定結果を受信させ、
　前記受信された測定結果に基づいて、前記第1のRATの前記出力またはリソースを再較正
させる、請求項24に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　測定を行うステップが、ネットワーク聴取(NL)を実行するステップ、UE報告を受信する
ステップ、X2を通じて前記測定結果を受信するステップ、または、運用管理および保守(O
AM)から前記測定結果を受信するステップの少なくとも1つを備える、請求項24に記載の非
一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　出力を管理するステップが、前記第1のRATのカバレッジを前記第2のRATのカバレッジに
適合させるように、前記第1のRATまたは前記第2のRATに対する送信出力を決定するステッ
プを備える、請求項24に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３０】
　前記第1のRATが、1x、Universal Mobile Telecommunications System(UMTS)、またはGl
obal System for Mobile Communications(GSM(登録商標))の1つであり、前記第2のRATがL
ong Term Evolution(LTE)である、請求項24に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照によりその全体が本明細書に明確に組
み込まれる、2013年10月29日に出願された「MODE SELECTION AND TRANSMIT POWER MANAGE
MENT FOR MULTIMODE SMALL CELLS」と題する仮出願第61/897,132号の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示の態様は全般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、マルチモードス
モールセルのためのモード選択および出力管理に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブ
ロードキャストなどのような様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例には、符号分割多元接続(CDMA)ネットワーク、時分割多
元接続(TDMA)ネットワーク、周波数分割多元接続(FDMA)ネットワーク、直交FDMA(OFDMA)
ネットワーク、およびシングルキャリアFDMA(SC-FDMA)ネットワークがある。本明細書で
は、「キャリア」とは、定義された周波数を中心とする、ワイヤレス通信のために使用さ
れる無線帯域を指す。
【０００４】
　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器(UE)のための通信をサポートし
得るいくつかの基地局を含み得る。UEは、ダウンリンクおよびアップリンクを介して基地
局と通信し得る。ダウンリンク(または順方向リンク)とは、基地局からUEへの通信リンク
を指し、アップリンク(または逆方向リンク)とは、UEから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　ワイヤレス通信ネットワークは、複数のキャリア上での運用をサポートし得る。キャリ
アは、通信のために使用される周波数の範囲を指すことがあり、いくつかの特徴と関連付
けられ得る。たとえば、キャリアは、キャリア上での運用を記述するシステム情報と関連
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付けられ得る。キャリアはまた、コンポーネントキャリア(CC)、周波数チャネル、セルな
どと呼ばれることもある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　スモールセルは、3G、LTE、WLANなどのような2つ以上の無線アクセス技術(RAT)を有し
得る。しかしながら、様々なRATの運用を最適化することは難しいことがある。この点で
、スモールセルにおける複数のRATの運用のための機構が依然として必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　ワイヤレスエンティティのモード選択および出力管理のための方法および装置は、発明
を実施するための形態において詳細に説明され、いくつかの態様は以下で要約される。こ
の発明の概要および以下の発明を実施するための形態は、統合された開示の補完的な部分
として解釈されるべきであり、その部分は、冗長な主題および/または補足的な主題を含
み得る。いずれのセクションにおける省略も、統合された出願において説明されている任
意の要素の優先順位または相対的な重要性を示さない。セクション間の違いは、それぞれ
の開示から明らかであるように、異なる用語を使用した代替的な実施形態、追加の詳細、
または同一の実施形態の代替的な説明の補足的な開示を含み得る。
【０００８】
　ある態様では、ワイヤレス通信システムにおける複数の無線アクセス技術(RAT)での通
信のために構成されるアクセスポイントを管理するための方法が提供される。方法は、ア
クセスポイントにおいて、アクセスポイントの近傍のマクロセルの測定を行うステップを
含む。方法は、測定結果に基づいて第1のRATおよび第2のRATの出力またはリソースを管理
するステップを含み、第1のRATまたは第2のRATの少なくとも1つの出力がマクロセルのカ
バレッジエリアと関連付けられる。
【０００９】
　別の態様では、ワイヤレス通信システムにおける複数の無線アクセス技術(RAT)での通
信のための装置が提供される。装置は、アクセスポイントの近傍のマクロセルの測定を行
うための手段を含む。装置は、測定結果に基づいて第1のRATおよび第2のRATの出力または
リソースを管理するための手段を含み、第1のRATまたは第2のRATの少なくとも1つの出力
は、マクロセルのカバレッジエリアと関連付けられる。
【００１０】
　別の態様では、ワイヤレス通信システムにおける複数の無線アクセス技術(RAT)での通
信のための装置が提供される。装置は、アクセスポイントの近傍のマクロセルの測定を行
うために構成される少なくとも1つの送受信機を含む。装置は、測定結果に基づいて第1の
RATおよび第2のRATの出力またはリソースを管理するために構成される少なくとも1つのプ
ロセッサを含み、第1のRATまたは第2のRATの少なくとも1つの出力は、マクロセルのカバ
レッジエリアと関連付けられる。装置は、少なくとも1つのプロセッサに結合された、デ
ータを記憶するためのメモリを含む。
【００１１】
　別の態様では、実行可能命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体は、データ処理
デバイスに、アクセスポイントの近傍のマクロセルの測定を行わせる。コンピュータ可読
媒体はさらに、データ処理デバイスに、測定結果に基づいて第1のRATおよび第2のRATの出
力またはリソースを管理させ、第1のRATまたは第2のRATの少なくとも1つの出力は、マク
ロセルのカバレッジエリアと関連付けられる。
【００１２】
　例として様々な態様が図示され説明される以下の詳細な説明から、当業者には他の態様
が容易に明らかになることを理解されたい。図面および詳細な説明は、本質的に例示と見
なされるべきであり、限定と見なされるべきではない。
【図面の簡単な説明】
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【００１３】
【図１】電気通信システムの一例を概念的に示すブロック図である。
【図２】複数の無線アクセス技術(RAT)を伴う基地局を示す図である。
【図３】本開示の一態様に従って構成された基地局/eNBおよびUEの設計を示すブロック図
である。
【図４】複数のRATのために構成されるスモールセルの動作のための例示的な流れ図であ
る。
【図５】アクセスポイントのモード選択および出力管理のための方法の態様を示す図であ
る。
【図６】図5の方法によるアクセスポイントの例示的な実装形態の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本開示は、スモールセルのモード選択および出力管理のための技法に関する。たとえば
、スモールセルは少なくとも2つの無線アクセス技術(RAT)のために構成されてよく、スモ
ールセルは測定結果に基づいて各RATのためのモードを選択することができる。スモール
セルは、各RATの送信出力を設定することができる。RATは、3G、LTE、WLANなどの任意の1
つであり得る。
【００１５】
　一例では、少なくとも2つのRATとともに構成されるネットワークエンティティ(たとえ
ば、スモールセル基地局)が提供される。スモールセルは、ネットワーク聴取モジュール(
NLM)においてマクロセルの測定を行うことができる。NLM測定結果に基づいて、スモール
セルはRATのモードおよび送信出力を設定することができる。
【００１６】
　添付の図面に関して以下で説明される詳細な説明は、様々な構成の説明として意図され
ており、本明細書で説明される概念が実践され得る構成のみを表すことは意図されていな
い。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を与える目的で具体的な詳細を含む。しかし
ながら、これらの具体的な詳細がなくてもこれらの概念が実践され得ることは当業者には
明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にすることを避けるために
、周知の構造およびコンポーネントがブロック図形式で示される。
【００１７】
　本明細書で説明される技法は、CDMA、TDMA、FDMA、OFDMA、SC-FDMA、および他のネット
ワークなどの様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用され得る。「ネットワーク
」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用される。CDMAネットワークは
、Universal Terrestrial Radio Access(UTRA)、cdma2000などの無線技術を実装し得る。
UTRAは、広帯域CDMA(WCDMA(登録商標))およびCDMAの他の変形を含む。cdma2000は、IS-20
00、IS-95、およびIS-856規格をカバーする。TDMAネットワークは、Global System for M
obile Communications(GSM(登録商標))などの無線技術を実装し得る。OFDMAネットワーク
は、Evolved UTRA(E-UTRA)、Ultra Mobile Broadband(UMB)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IEEE80
2.16(WiMAX)、IEEE802.20、Flash-OFDMAなどの無線技術を実装し得る。UTRAおよびE-UTRA
は、Universal Mobile Telecommunication System(UMTS)の一部である。3GPP Long Term 
Evolution(LTE)およびLTE-Advanced(LTE-A)は、E-UTRAを使用するUMTSの新しいリリース
である。UTRA、E-UTRA、UMTS、LTE、LTE-A、およびGSM(登録商標)は、「3rd Generation 
Partnership Project」(3GPP)という名称の組織からの文書において記載されている。CDM
A2000およびUMBは、「3rd Generation Partnership Project 2」(3GPP2)という名称の組
織からの文書において記載されている。本明細書で説明される技法は、前述のワイヤレス
ネットワークおよび無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術のた
めに使用され得る。明快のために、技法のいくつかの態様が、LTEについて以下で説明さ
れ、以下の説明の多くでは、LTEの専門用語が使用される。
【００１８】
　図1は、LTEネットワークなどであり得る例示的なワイヤレス通信ネットワーク100を示
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す。ワイヤレスネットワーク100は、いくつかの基地局110(たとえば、evolved Node B(eN
B)、NSCなど)および他のネットワークエンティティを含み得る。基地局は、UEと通信する
局であってよく、Node B、AP、または他の用語として呼ばれることもある。各eNB110a、1
10b、110cは、特定の地理的エリアのための通信カバレッジを提供し得る。3GPPでは、「
セル」という用語は、用語が使用される文脈に応じて、eNBのカバレッジエリアおよび/ま
たはこのカバレッジエリアにサービスするeNBサブシステムを指し得る。
【００１９】
　eNBは、マクロセルまたはスモールセル(たとえば、ピコセル、フェムトセルなど)、お
よび/または他のタイプのセルのための通信カバレッジを提供し得る。マクロセルは、比
較的大きい地理的エリア(たとえば、半径数キロメートル)をカバーすることができ、サー
ビスに加入しているUEによる無制限のアクセスを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さ
い地理的エリアをカバーすることができ、サービスに加入しているUEによる無制限のアク
セスを可能にし得る。スモールセルは、比較的小さい地理的エリア(たとえば、自宅)をカ
バーすることができ、そのスモールセルとの関連性を有するUE(たとえば、限定加入者グ
ループ(CSG)中のUE、自宅の中のユーザのUEなど)による制限されたアクセスを可能にし得
る。スモールセル(たとえば、ピコセル、フェムトセルなど)はNSCの例であることに留意
されたい。
【００２０】
　マクロセルのためのeNBはマクロeNBと呼ばれ得る。ピコセルのためのeNBはピコeNBと呼
ばれ得る。NSCのためのeNBは、NSC eNBまたはホームeNB(HNB)と呼ばれ得る。図1に示され
る例では、eNB110a、110b、および110cは、それぞれマクロセル102a、102b、および102c
のためのマクロeNBであり得る。
【００２１】
　eNBは、少なくとも2つのRATとともに構成され得る。たとえば、eNBは、LTE、1x、およ
びWLANのためのモジュールを含み得る。WLAN対応eNBの場合、eNBは免許不要周波数帯にお
いて動作することができる。eNB110xは、UE120xにサービスする、NSC102xのためのNSC eN
Bであり得る。この例では、eNB110xは、eNB110a、110b、および110cと同様に、免許帯域
において動作する。対照的に、基地局112は免許不要帯域において動作し、サービスエリ
ア105においてWi-Fiカバレッジを提供するために、NSC103のためのNSC eNBモジュールと
、WLAN APモジュールの両方を含む。UE125がカバレッジエリア105内にあり、Wi-Fiのため
に構成される(すなわち、Wi-Fi無線モジュールを含む)と仮定して、複数RAT基地局112は
、NSC103またはWi-Fiのいずれかを介して、免許不要帯域において動作するように構成さ
れるUE125にサービスし得る。
【００２２】
　例示的な複数RAT基地局112が図2に示されている。たとえば、第1のRATモジュール230(
たとえば、LTEモジュール)および第2のRATモジュール240(たとえば、1xモジュール)は併
置され得る。
【００２３】
　任意選択で、基地局112は、NSC RAT1モジュール230およびRAT2モジュール240と動作可
能に通信し、モジュール230、240、および/またはそれらのコンポーネントの活動を調整
する、コントローラ/プロセッサモジュール213および/または自己組織化ネットワーク(SO
N)モジュール273を含み得る。SONモジュール273は、基地局112のSON機能に関する動作を
実行することができる。たとえば、SONモジュール273は、基地局の分散された最適化を可
能にし得る。
【００２４】
　関連する態様では、RAT1モジュール230は、送信機(TX)コンポーネント232、受信機(RX)
コンポーネント234、プロセッサコンポーネント236を含んでよく、コンポーネントの各々
は、互いに動作可能に通信している。
【００２５】
　RAT1モジュール230は、図2の左側に示される基地局112のコンポーネントの1つまたは複
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数を含み得る。RAT2無線モジュール240は、TXコンポーネント242、RXコンポーネント244
、およびプロセッサコンポーネント246を含んでよく、コンポーネントの各々は、互いに
動作可能に通信している。さらなる関連する態様では、コンポーネント232～236の1つま
たは複数は、RAT1モジュールの出力を管理するように構成され得る。加えて、または代替
的に、コントローラ/プロセッサ213またはコンポーネント232～236に結合されるコントロ
ーラ/プロセッサ213が、RAT1モジュールの出力を管理するように構成され得る。
【００２６】
　さらなる関連する態様では、コンポーネント242～246の1つまたは複数は、RAT2モジュ
ールの出力を管理するように構成され得る。加えて、または代替的に、コントローラ/プ
ロセッサ213またはコンポーネント242～246に結合されるコントローラ/プロセッサ213が
、RAT2モジュールの出力を管理するように構成され得る。
【００２７】
　図1をもう一度参照すると、ネットワークコントローラ130は、eNBのセットに結合し、
これらのeNBのための調整および制御を提供することができる。ネットワークコントロー
ラ130は、バックホールを介してeNB110と通信することができる。eNB110はまた、たとえ
ば、直接、またはワイヤレスもしくは有線バックホールを介して間接的に、互いに通信す
ることができる。
【００２８】
　UE120は、ワイヤレスネットワーク100の全体にわたって分散していてよく、各UEは固定
式であってよく、または移動式であってよい。UEはまた、端末、移動局、加入者ユニット
、局などと呼ばれることもある。UEは、携帯電話、携帯情報端末(PDA)、ワイヤレスモデ
ム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コー
ドレス電話、ワイヤレスローカルループ(WLL)局、または他のモバイルデバイスであり得
る。図1では、両端に矢印の付いた実線は、UEとサービングeNBとの間の所望の送信を示し
、サービングeNBは、ダウンリンクおよび/またはアップリンク上でUEにサービスするよう
に指定されたeNBである。両端に矢印の付いた破線は、UEとeNBとの間の干渉する送信を示
す。
【００２９】
　図3は、それぞれ図1の基地局(たとえば、110x、110y、または110zのようなNSC)の1つ、
およびUEの1つであり得る、基地局110およびUE120の設計のブロック図を示す。基地局110
は、アンテナ334a～334tを備えてよく、UE120は、アンテナ352a～352rを備えてよい。
【００３０】
　基地局110において、送信プロセッサ320は、データソース312からデータを受信し、コ
ントローラ/プロセッサ340から制御情報を受信することができる。制御情報は、PBCH、PC
FICH、PHICH、PDCCHなどのためのものであり得る。データは、PDSCHなどのためのもので
あり得る。プロセッサ320は、データと制御情報とを処理(たとえば、符号化およびシンボ
ルマッピング)して、それぞれデータシンボルと制御シンボルとを得ることができる。プ
ロセッサ320はまた、たとえば、PSS、SSS、およびセル固有参照信号のための参照シンボ
ルを生成することができる。送信(TX)多入力多出力(MIMO)プロセッサ330は、適用可能な
場合には、データシンボル、制御シンボル、および/または参照シンボルに対して空間処
理(たとえば、プリコーディング)を実行することができ、出力シンボルストリームを変調
器(MOD)332a～332tに提供することができる。各変調器332は、(たとえば、OFDMなどのた
めの)それぞれの出力シンボルストリームを処理して出力サンプルストリームを得ること
ができる。各変調器332はさらに、出力サンプルストリームを処理して(たとえば、アナロ
グに変換し、増幅し、フィルタリングし、アップコンバートして)ダウンリンク信号を得
ることができる。変調器332a～332tからのダウンリンク信号が、それぞれアンテナ334a～
334tを介して送信され得る。
【００３１】
　UE120において、アンテナ352a～352rが、基地局110からダウンリンク信号を受信するこ
とができ、受信された信号を、それぞれ復調器(DEMOD)354a～354rに提供することができ



(10) JP 2016-535492 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

る。各復調器354は、それぞれの受信された信号を調整して(たとえば、フィルタリングし
、増幅し、ダウンコンバートし、デジタル化して)、入力サンプルを得ることができる。
各復調器354はさらに、(たとえば、OFDMなどのための)入力サンプルをさらに処理して、
受信されたシンボルを得ることができる。MIMO検出器356は、受信されたシンボルをすべ
ての復調器354a～354rから取得して、適用可能な場合、受信されたシンボルに対してMIMO
検出を実行して、検出されたシンボルを提供することができる。受信プロセッサ358は、
検出されたシンボルを処理して(たとえば、復調し、デインターリーブし、復号して)、UE
120のための復号されたデータをデータシンク360に提供して、復号された制御情報をコン
トローラ/プロセッサ380に提供することができる。
【００３２】
　アップリンクでは、UE120において、送信プロセッサ364が、データソース362からのデ
ータ(たとえば、PUSCHのための)、およびコントローラ/プロセッサ380からの制御情報(た
とえば、PUCCHのための)を受信して処理することができる。プロセッサ364はまた、参照
信号のための参照シンボルを生成することもできる。送信プロセッサ364からのシンボル
は、TX MIMOプロセッサ366によりプリコーディングされ、適用可能な場合には、(たとえ
ばSC-FDMなどのために)変調器354a～354rによりさらに処理され、基地局110に送信され得
る。基地局110において、UE120からのアップリンク信号は、アンテナ334により受信され
、復調器332により処理され、適用可能な場合にはMIMO検出器336により検出され、受信プ
ロセッサ338によりさらに処理されて、UE120により送信された、復号されたデータおよび
制御情報を得ることができる。プロセッサ338は、復号されたデータをデータシンク339に
提供し、かつ復号された制御情報をコントローラ/プロセッサ340に提供することができる
。
【００３３】
　コントローラ/プロセッサ340および380は、それぞれ基地局110およびUE120における動
作を指示することができる。基地局110におけるプロセッサ340ならびに/または他のプロ
セッサおよびモジュールは、図5に示される機能ブロックおよび/または本明細書で説明さ
れる技法のための他のプロセスを実施し、またはその実行を指示することができる。メモ
リ342および382は、それぞれ基地局110およびUE120のためのデータおよびプログラムコー
ドを記憶することができる。スケジューラ344は、ダウンリンクおよび/またはアップリン
ク上のデータ送信についてUEをスケジューリングすることができる。
【００３４】
　容易に理解されるように、アンテナ334、変調器332、送信プロセッサ320、および/また
はTX MIMOプロセッサ330は、eNB120の送信チェーンを形成し、プロセッサ340の制御下で
ダウンリンク信号を送り、または送信するための手段を与えることができる。
【００３５】
　容易に理解されるように、アンテナ334、復調器354、受信プロセッサ338、および/また
はRX MIMO検出器336は、eNB120の受信チェーンを形成し、(たとえば、近隣のマクロセル
の)測定を行うための手段を与えることができる。eNB120は、測定を行うためのネットワ
ーク聴取モジュール(図示されず)を含み得る。
【００３６】
　一態様では、プロセッサ340は、メモリ342に保持される命令を実行することによって、
本明細書で説明される方法の動作を実行するためのモジュールを含み得る。プロセッサ34
0は、マクロセルの測定を行うための手段と、RATのモード選択および出力管理のための手
段とを含み得る。
【００３７】
　本開示の1つまたは複数の態様によれば、複数のRATとともに構成されるスモールセルの
動作のための方法および装置が提供される。
【００３８】
　本開示は、2つ以上のRAT(たとえば、3G、LTE、WLANなど)を有し得るスモールセルにお
けるモード選択および送信出力管理のためのアルゴリズムを提供する。モード選択アルゴ
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リズムは、近隣情報(たとえば、近隣セルからの測定結果)に基づいて、スモールセルにお
ける特定のRATがオンまたはオフされる必要があるかどうかを判定することができる。ダ
ウンリンク送信出力管理アルゴリズムは、異なる技術にわたって同様のカバレッジフット
プリントを提供することができる。このアルゴリズムは、NLMからの入力、UE報告、OAM、
X2を通じて受信される情報などに依存し得る。このアルゴリズムは、ネットワークの利用
可能性と利用率を向上させ、または最大化することができる。このアルゴリズムの実装は
、分散式であってよく、または集中式であってよい。たとえば、分散式のシナリオでは、
各スモールセルが、データを収集し、RATのモードおよび出力を設定することができる。
別の例では、集中式のシナリオにおいて、中心のエンティティ(たとえば、スモールセル
の1つ、ネットワークノードなど)が、データを(たとえば、スモールセルから)収集し、RA
Tのモードおよび出力を設定するようにスモールセルに指示することができる。
【００３９】
　事業者がマクロセルおよびスモールセル(たとえば、フェムト、ピコ、マイクロなど)を
展開するための複数の周波数(たとえば、f1、f2、およびf3)を有し得るネットワークでは
、複数のRATを伴うスモールセルを展開することが可能であり得る。たとえば、3Gはf1お
よびf2で動作することができるが、LTEはf3で動作する。さらに、3Gの展開については、
コチャンネルまたは専用チャネルの展開のシナリオが可能であり得る。たとえば、スモー
ルセルは1つの周波数(たとえば、f1)において展開されてよく、マクロセルはf1とf2おい
て、またはf2のみにおいて展開されてよい。スモールセルは、開モード、閉モード、また
はハイブリッドモードを含む、モードのいずれかで動作することができる。
【００４０】
　本技法の目的は、スモールセルにおける技術がオンまたはオフにされる必要があるかど
うかを判定するステップと、技術によって提供されるカバレッジに適合するようにスモー
ルセルの送信出力を管理するステップとを含み得る。たとえば、それは、LTEから3Gへの
回線交換式のフォールバックを可能にするように、スモールセルにおいて3Gカバレッジに
LTEカバレッジを適合させるための機能であり得る。別の例では、複数のRATにわたる送信
出力は、様々な技術にわたって同様のユーザ体験を維持するように適合され得る。
【００４１】
　このアルゴリズムは、NLMからの情報、UE報告、X2を通じて受信される情報、OAMなどを
使用して、適切な動作モードとダウンリンク送信出力レベルとを決定することができる。
たとえば、スモールセルは、たとえば3Gのための正しい動作モードと、たとえばLTEのた
めの送信出力レベルとを決定することができる。
【００４２】
　このアルゴリズムは、分散式の実装形態ではスモールセルにおいて、または集中式の実
装形態では中心サーバにおいて実行され得る。この方法は様々な技術に適用され得る。
【００４３】
　図4は、複数のRATのために構成されるスモールセルの動作のための例示的な流れ図であ
る。
【００４４】
　出力投入時に、ノード(たとえば、スモールセル)は、NL測定を行い(またはOEMによる構
成に依存し)、そのノードにおけるRATの送信モードを選択することができる。たとえば、
ノードは2つ以上のRAT(たとえば、LTE、3G、WLANなど)とともに構成され得る。近傍のマ
クロセル(たとえば、3Gマクロセル)が強い場合、スモールセルは強いマクロセルを使用す
ることができる(「マクロセルに帰属する」)。それ以外の場合、スモールセルは、弱いマ
クロセルを補完するために3Gカバレッジを提供することができる(「フェムトセルに帰属
する」)。
【００４５】
　スモールセルがマクロセルに帰属する場合、スモールセルは、3G送信を停止し、または
その出力を下げることができ、他の技術(たとえば、LTE、WLANなど)のために大きいカバ
レッジエリアを設定することができる。UE報告は、RAN内測定およびRAN間測定を通じて収
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集され得る。良好なLTEカバレッジ中のエリアがマクロセルによっても良好にカバーされ
ることをUEが報告する場合、ノードは、LTE送信出力を上げることによって反応すること
ができる。UE報告がマクロセルのカバレッジホールを示す場合、ノードには2つの選択肢
があり得る。1つの選択肢ではノードはスモールセルに帰属することを再び選択すること
ができ、または、ノードはマクロセルカバレッジ内へとLTEカバレッジを制限するようにL
TE送信出力を下げることができる。より良好なLTEカバレッジをもたらす選択肢が選択さ
れ得る。
【００４６】
　ノードがスモールセルに帰属する場合、初期送信出力がNLベースの出力較正によって決
定され得る。重要な基準は、LTEカバレッジを1xスモールセルカバレッジと適合させるこ
とであり得る。カバレッジ適合は、たとえば、信号対雑音比(SNR)、参照信号受信電力(RS
RP)、エネルギー対干渉(Ec/Io)、スループットなどのような基準に基づく。収集されたUE
報告に基づいて、スモールセルはLTE送信出力を精密に調整することができる。1xカバレ
ッジホールがある場合、LTE送信出力は下げられ得る。それ以外の場合、LTE送信出力は上
げられ得る。
【００４７】
　このアルゴリズムは、分散式で各スモールセルにおいて実行され得る。そのような場合
、スモールセルは、中心ノードから他の近隣ノードへと命令を伴わずに方法を実行する。
【００４８】
　別の他の実装形態では、アルゴリズムは、NLM測定、スモールセルからのUE報告を収集
し、効用関数を最適化するための動作を行う、中心サーバに存在し得る。集中式のアルゴ
リズムは、モードおよび送信出力を決定して、それらを各スモールセルに伝えることがで
きる。
【００４９】
　さらに、カバレッジ適合は、RAT上でユーザ速度を抑制することによっても達成され得
る。たとえば、LTE上でのユーザに対するリソース(時間、周波数)の量を減らすことが、U
Eが3Gカバレッジを超えて移動するときに行われ得る。
【００５０】
　図4に示される方法は、NLMからの測定結果および/またはUE報告に当てはまり得る。し
かしながら、本開示は、そのような測定結果および報告に限定されない。別のモジュール
または別のデバイス(たとえば、近隣ノード)が、モード選択および送信電力のためのデー
タを提供することができる。
【００５１】
　ステップ401において、方法は、NLモジュールからデータを収集することができる。た
とえば、データは近隣のマクロセルから収集され得る。ステップ2において、方法は、ス
モールセルが良好なマクロセルカバレッジの中にあるかどうかを、閾値(たとえば、所定
の閾値、ユーザにより定義された閾値、ネットワーク事業者の入力など)に基づいて判定
することができる。
【００５２】
　閾値に基づく良好なマクロセルカバレッジの決定に対応する第1の分岐では、ステップ4
02において、方法は第1のモード(たとえば、TNT-mモード)を有効にし得る。方法はステッ
プ410に進み、第1のRAT(たとえば、LTE)の送信出力を設定することができる。たとえば、
方法は、LTE出力を最大出力に設定することができる。方法は、スモールセルが良好なマ
クロセルカバレッジエリアの中にあるとき、1xを無効にし、または1xを最低出力に設定す
ることができる。良好なマクロセルカバレッジがあるとき、1xカバレッジは、スモールセ
ルによって提供される必要はないことがある。ブロック412において、方法は、1つまたは
複数のUEから測定報告を受信することができる。ステップ414において、方法は、UEから
の受信された測定結果に基づいて、スモールセルが良好なマクロセルカバレッジの中にあ
るかどうかを判定することができる。マクロセルのカバレッジは、NLモジュールから示さ
れたものとは異なることがあり、それは、UEにおいて経験されるようなカバレッジがスモ
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ールセルのカバレッジとは異なり得るからである。カバレッジが良好ではないと方法が判
定する場合、方法はステップ416に進み得る。ステップ416において、方法は、別のモード
を再び選択するかどうかを判定することができる。いくつかの場合、モード再選択は、測
定報告および/またはNL測定結果の任意の組合せに基づき得る。いくつかの場合、その判
断は、他の尺度または所定の条件に基づき得る。モードを再選択すると判定される場合、
方法はステップ430に進み得る。それ以外の場合、モード再選択が必要ではなければ、方
法はステップ418に進み、そこでLTE送信出力が較正され得る。たとえば、LTE出力は、NL
測定結果および/またはUEからの報告の任意の組合せに基づいて較正され得る。ステップ4
18に続いて、方法はステップ412に戻る。
【００５３】
　ステップ402に戻ると、スモールセルが良好なカバレッジエリアの中にないと方法が判
定する場合、方法はステップ430に進んでモード(たとえば、TNT-fモード)を選択すること
ができる。一例では、カバレッジが良好ではない場合、スモールセルは、1xカバレッジを
提供することによって、マクロセルカバレッジを補完することができる。この場合、スモ
ールセルは、1xカバレッジを最大に設定することができる。ステップ432において、方法
は、1xおよびLTE送信出力を最大に設定することができる。方法は、432においてUE報告を
収集することができる。方法はステップ434に進み、UEからの受信された測定結果に基づ
いて、スモールセルが良好なマクロセルカバレッジの中にあるかどうかを判定する。マク
ロセルのカバレッジは、NLモジュールから示されたものとは異なることがあり、それは、
UEにおいて経験されるようなカバレッジがスモールセルのカバレッジとは異なり得るから
である。カバレッジが良好ではないと方法が判定する場合、方法はステップ436に進み得
る。ステップ436において、方法は、別のモードを再び選択するかどうかを判定すること
ができる。いくつかの場合、モード再選択は、測定報告および/またはNL測定結果の任意
の組合せに基づき得る。いくつかの場合、その判断は、他の尺度または所定の条件に基づ
き得る。モードを再選択すると判定される場合、方法はステップ410に進み得る。それ以
外の場合、モード再選択が必要ではなければ、方法はステップ438に進み、そこでLTE送信
出力が較正され得る。たとえば、LTE出力は、NL測定結果および/またはUEからの報告の任
意の組合せに基づいて較正され得る。ステップ438に続いて、方法はステップ434に戻る。
【００５４】
　図5を参照すると、アクセスポイント、アクセスノード、eNB、ネットワークノードなど
によって動作可能な方法500が示されている。アクセスポイントは、図3のeNB110または図
2のeNB112であり得る。アクセスポイントは、複数のRATを伴う動作のために構成されてよ
く、またはそのような動作が有効にされ得る。具体的には、方法500は、モード選択およ
び出力制御を説明し得る。502において、方法500は、アクセスポイントにおいて、アクセ
スポイントの近傍のマクロセルの測定を行うステップを含み得る。504において、方法500
は、測定結果に基づいて第1のRATおよび第2のRATの出力を較正するステップを含んでよく
、第1のRATまたは第2のRATの少なくとも1つの出力がマクロセルのカバレッジエリアと関
連付けられる。
【００５５】
　図6を参照すると、アクセスポイント、アクセスノード、eNB、ネットワークノード、ま
たは他の適切なエンティティとして、またはeNB内で使用するためのプロセッサ、コンポ
ーネント、もしくは類似のデバイス、または他の適切なエンティティとして構成され得る
例示的な装置600が提供される。装置600は、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの
組合せ(たとえば、ファームウェア)によって実装される機能を表し得る機能ブロックを含
み得る。
【００５６】
　示されるように、一実施形態では、装置600は、アクセスポイントにおいて、アクセス
ポイントの近傍のマクロセルの測定を行うための電気コンポーネントまたはモジュール60
2を含み得る。装置600は、測定結果に基づいて第1のRATおよび第2のRATの出力を較正する
ための電気コンポーネントまたはモジュール604を含んでよく、第1のRATまたは第2のRAT
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の少なくとも1つの出力がマクロセルのカバレッジエリアと関連付けられる。
【００５７】
　関連する態様では、装置600は、ネットワークエンティティとして構成されている装置6
00の場合、少なくとも1つのプロセッサを有するプロセッサコンポーネント610を任意選択
で含み得る。そのような場合、プロセッサ610は、バス612または同様の通信結合を介して
、コンポーネント602～604または同様のコンポーネントと動作可能に通信し得る。プロセ
ッサ610は、電気コンポーネントまたはモジュール602～604によって実行されるプロセス
または機能の開始およびスケジューリングを実施し得る。
【００５８】
　さらなる関連する態様では、装置600は、他のネットワークエンティティと通信するた
めのネットワークインターフェースコンポーネント614を含み得る。任意選択で、装置600
は、たとえばメモリデバイス/コンポーネント616のような情報を記憶するためのコンポー
ネントを含み得る。コンピュータ可読媒体またはメモリコンポーネント616は、バス612な
どを介して装置600の他のコンポーネントに動作可能に結合され得る。メモリコンポーネ
ント616は、コンポーネント602～604、そのサブコンポーネント、またはプロセッサ610の
活動を実行するためのコンピュータ可読命令およびデータを記憶するように適合され得る
。メモリコンポーネント616は、コンポーネント602～604と関連付けられる機能を実行す
るための命令を保持し得る。メモリ616の外部にあるものとして示されているが、コンポ
ーネント602～604はメモリ616内に存在し得ることを理解されたい。
【００５９】
　様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して情報および信号が表現され得ること
を当業者は理解するであろう。たとえば上の説明全体を通して参照され得るデータ、命令
、指令、情報、信号、ビット、記号およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場または磁
性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【００６０】
　本明細書で本開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、回
路、およびアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、ま
たは両方の組合せとして実装され得ることを当業者はさらに理解するであろう。ハードウ
ェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、種々の例示的なコンポーネン
ト、ブロック、モジュール、回路、およびステップは、全般にそれらの機能に関して上で
説明されてきた。そのような機能がハードウェアとして実現されるか、またはソフトウェ
アとして実現されるかは、具体的な適用例およびシステム全体に課される設計制約によっ
て決まる。当業者は、説明された機能を各々の特定の適用例について様々な方法で実装し
得るが、そのような実装の判断は、本開示の範囲からの逸脱を引き起こすと解釈されるべ
きではない。
【００６１】
　本明細書の開示に関して説明される様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)
、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理デバイ
ス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェアコンポーネント、または、
本明細書で説明される機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せで実装また
は実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替的には、プロ
セッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態
機械であってよい。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえばDSP
とマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連結した1つまた
は複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のこのような構成としても実装されてよい
。
【００６２】
　本明細書の開示に関連して説明される方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウ
ェアで直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、またはその
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2つ組合せで具現化され得る。ソフトウェアモジュールは、RAMメモリ、フラッシュメモリ
、ROMメモリ、EPROMメモリ、EEPROMメモリ、レジスタ、ハードディスク、取外し可能ディ
スク、CD-ROM、または当技術分野で周知の任意の他の形態の記憶媒体内に存在し得る。例
示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込
むことができるようにプロセッサに結合される。代替として、記憶媒体は、プロセッサと
一体であり得る。プロセッサおよび記憶媒体は、ASIC中に存在し得る。ASICは、ユーザ端
末中に存在し得る。代替的に、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別のコン
ポーネントとして存在し得る。
【００６３】
　1つまたは複数の例示的な設計では、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れる場合、機能は、コンピュータ可読記憶媒体上に1つまたは複数の命令またはコードと
して記憶または送信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコン
ピュータプログラムの転送を容易にする媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の
両方を含む。コンピュータ可読記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセ
スされ得る任意の入手可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピ
ュータ可読記憶媒体は、RAM、ROM、EEPROM、CD-ROMもしくは他の光ディスクストレージ、
磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記憶デバイス、または、命令もしくはデータ構
造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され、汎用もし
くは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、
任意の他の媒体を含み得る。さらに、任意の接続がコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれ
る。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デ
ジタル加入者線(DSL)を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースか
ら送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、またはDSLが、
コンピュータ可読媒体の定義に含まれる。本明細書では、ディスク(disk)およびディスク
(disc)は、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザディスク(disc)、光ディスク(disc)、
デジタル多目的ディスク(disc)(DVD)、フロッピーディスク(disk)、およびブルーレイデ
ィスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、データを磁気的に再現し、一方、ディスク
(disc)は通常、データをレーザで光学的に再現する。上記の組合せもコンピュータ可読媒
体の範囲内に含まれるべきである。
【００６４】
　本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にするために
提供される。本開示に対する様々な修正形態が当業者には容易に明らかとなり、本明細書
で定義される一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく、他の変形
形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定
されるものではなく、本明細書で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範
囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【００６５】
　　100　ワイヤレス通信ネットワーク
　　102a、102b、102c　マクロセル
　　102x、103　NSC
　　105　サービスエリア
　　110a、110b、110c、110x　eNB
　　112　基地局
　　120　UE、eNB
　　120x　UE
　　125　UE
　　130　ネットワークコントローラ
　　213　コントローラ/プロセッサ
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　　230　RAT1モジュール
　　232　送信コンポーネント
　　234　受信コンポーネント
　　236　プロセッサコンポーネント
　　240　RAT2モジュール
　　242　送信コンポーネント
　　244　受信コンポーネント
　　246　プロセッサコンポーネント
　　273　SONモジュール
　　312　データソース
　　320　送信プロセッサ
　　330　送信MIMOプロセッサ
　　332、332a～332t　変調器、復調器
　　334、334a～334t　アンテナ
　　336　MIMO検出器
　　338　受信プロセッサ
　　339　データシンク
　　340　コントローラ/プロセッサ
　　342　メモリ
　　344　スケジューラ
　　352a～352r　アンテナ
　　354a～354r　復調器　変調器
　　356　MIMO検出器
　　358　受信プロセッサ
　　360　データシンク
　　362　データソース
　　364　送信プロセッサ
　　366　送信MIMOプロセッサ
　　380　コントローラ/プロセッサ
　　382　メモリ
　　500　方法
　　600　装置
　　602　コンポーネントまたはモジュール
　　604　コンポーネントまたはモジュール
　　610　プロセッサ
　　612　バス
　　614　ネットワークインターフェース
　　616　メモリ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月6日(2016.5.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムにおける複数の無線アクセス技術(RAT)での通信のために構成
されるアクセスポイントを管理するための方法であって、
　前記アクセスポイントにおいて、基地局からの信号の測定を行うステップであって、前
記アクセスポイントがスモールセルのための通信カバレッジを提供し、前記基地局が前記
スモールセルと重複するマクロセルのための通信カバレッジを提供する、ステップと、
　前記アクセスポイントの1つまたは複数のコンピュータプロセッサによって、測定結果
に基づいて、前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジのレベル
を決定するステップと、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの閾値レベルを満たす、または超えるという判定に応答して、前記アクセスポ
イントの少なくとも第1のRATの出力を下げるステップとを備える、方法。
【請求項２】
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記閾値レベルを下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのために
第1の動作モードを選択するステップと、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
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カバレッジの前記閾値レベルを満たす、または超えると判定したことに応答して、前記第
1のRATのために第2の動作モードを選択するステップとをさらに備える、請求項1に記載の
方法。
【請求項３】
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの第2の閾値レベルを満たす、または超えるかどうかを判定するステップと、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記第2の閾値レベルを下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATの
ために第1の動作モードを再選択するステップと、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記第2の閾値レベルを満たす、または超えると判定したことに応答して、
前記第1のRATのために第2の動作モードを再選択するステップとをさらに備える、請求項2
に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも1つのユーザ機器(UE)から前記マクロセルの追加の測定結果を受信するステ
ップと、
　前記追加の測定結果に基づいて、前記第1のRATの前記出力またはリソースを再較正する
ステップとをさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　測定を行うステップが、ネットワーク聴取(NL)を実行するステップ、UE報告を受信する
ステップ、X2を通じて前記測定結果を受信するステップ、または、運用管理および保守(O
AM)から前記測定結果を受信するステップの少なくとも1つを備える、請求項1に記載の方
法。
【請求項６】
　前記第1のRATのカバレッジに適合するように第2のRATに対する送信出力を決定するステ
ップをさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1のRATが、1x、Universal Mobile Telecommunications System(UMTS)、またはGl
obal System for Mobile Communications(GSM(登録商標))の1つであり、第2のRATがLong 
Term Evolution(LTE)である、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信システムにおける複数の無線アクセス技術(RAT)での通信のために構成
される装置であって、
　基地局からの信号の測定を行うための手段であって、アクセスポイントがスモールセル
のための通信カバレッジを提供し、前記基地局が前記スモールセルと重複するマクロセル
のための通信カバレッジを提供する、手段と、
　測定結果に基づいて、前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッ
ジのレベルを決定するための手段と、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの閾値レベルを満たす、または超えるという判定に応答して、前記アクセスポ
イントの少なくとも第1のRATの出力を下げるための手段とを備える、装置。
【請求項９】
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記閾値レベルを下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのために
第1の動作モードを選択するための手段と、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記閾値レベルを満たす、または超えると判定したことに応答して、前記第
1のRATのために第2の動作モードを選択するための手段とをさらに備える、請求項8に記載
の装置。
【請求項１０】
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　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの第2の閾値レベルを満たす、または超えるかどうかを判定するための手段と
、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記第2の閾値レベルを下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATの
ために第1の動作モードを再選択するための手段と、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記第2の閾値レベルを満たす、または超えると判定したことに応答して、
前記第1のRATのために第2の動作モードを再選択するための手段とをさらに備える、請求
項9に記載の装置。
【請求項１１】
　少なくとも1つのUEから追加の測定結果を受信するための手段と、
　前記追加の測定結果に基づいて、前記第1のRATの前記出力またはリソースを再較正する
ための手段とをさらに備える、請求項8に記載の装置。
【請求項１２】
　測定を行うための前記手段が、ネットワーク聴取(NL)を実行するための手段、UE報告を
受信するための手段、X2を通じて前記測定結果を受信するための手段、または、運用管理
および保守(OAM)から前記測定結果を受信するための手段の少なくとも1つを備える、請求
項8に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第1のRATのカバレッジに適合するように第2のRATに対する送信出力を決定するため
の手段をさらに備える、請求項8に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第1のRATが、1x、Universal Mobile Telecommunications System(UMTS)、またはGl
obal System for Mobile Communications(GSM(登録商標))の1つであり、第2のRATがLong 
Term Evolution(LTE)である、請求項8に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信システムにおける複数の無線アクセス技術(RAT)での通信のために構成
される装置であって、
　基地局からの信号の測定を行うために構成される少なくとも1つの送受信機であって、
アクセスポイントがスモールセルのための通信カバレッジを提供し、前記基地局が、前記
スモールセルと重複するマクロセルのための通信カバレッジを提供する、送受信機と、
　　前記アクセスポイントの1つまたは複数のコンピュータプロセッサによって、測定結
果に基づいて、前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジのレベ
ルを決定することと、
　　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通
信カバレッジの閾値レベルを満たす、または超えるという判定に応答して、前記アクセス
ポイントの少なくとも第1のRATの出力を下げることと
　のために構成される少なくとも1つのプロセッサと、
　データを記憶するための、前記少なくとも1つのプロセッサに結合されたメモリとを備
える、装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記閾値レベルを下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのために
第1の動作モードを選択することと、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記閾値レベルを満たす、または超えると判定したことに応答して、前記第
1のRATのために第2の動作モードを選択することとを行うために構成される、請求項15に
記載の装置。
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【請求項１７】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの第2の閾値レベルを満たす、または超えるかどうかを判定することと、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記第2の閾値レベルを下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATの
ために第1の動作モードを再選択することと、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記第2の閾値レベルを満たす、または超えると判定したことに応答して、
前記第1のRATのために第2の動作モードを再選択することとを行うために構成される、請
求項16に記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも1つの送受信機がさらに、
　　少なくとも1つのUEから追加の測定結果を受信する
　ために構成され、
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　前記追加の測定結果に基づいて、前記第1のRATの前記出力またはリソースを再較正する
　ために構成される、請求項15に記載の装置。
【請求項１９】
　測定を行うことが、ネットワーク聴取(NL)を実行すること、UE報告を受信すること、X2
を通じて前記測定結果を受信すること、または、運用管理および保守(OAM)から前記測定
結果を受信することの少なくとも1つを備える、請求項15に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第1のRATが、1x、Universal Mobile Telecommunications System(UMTS)、またはGl
obal System for Mobile Communications(GSM(登録商標))の1つであり、第2のRATがLong 
Term Evolution(LTE)である、請求項15に記載の装置。
【請求項２１】
　データ処理デバイスに、
　基地局からの信号の測定を行わせ、アクセスポイントがスモールセルのための通信カバ
レッジを提供し、前記基地局が前記スモールセルと重複するマクロセルのための通信カバ
レッジを提供し、
　測定結果に基づいて、前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッ
ジのレベルを決定させ、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの閾値レベルを満たす、または超えるという判定に応答して、前記アクセスポ
イントの少なくとも第1のRATの出力を下げさせる実行可能命令を記憶する、非一時的コン
ピュータ可読媒体。
【請求項２２】
　前記実行可能命令がさらに、前記データ処理デバイスに、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記閾値レベルを下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATのために
第1の動作モードを選択させ、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記閾値レベルを満たす、または超えると判定したことに応答して、前記第
1のRATのために第2の動作モードを選択させる、請求項21に記載の非一時的コンピュータ
可読媒体。
【請求項２３】
　前記実行可能命令がさらに、前記データ処理デバイスに、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの第2の閾値レベルを満たす、または超えるかどうかを判定させ、
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　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記第2の閾値レベルを下回ると判定したことに応答して、前記第1のRATの
ために第1の動作モードを再選択させ、
　前記スモールセルに前記基地局によって提供される通信カバレッジの前記レベルが通信
カバレッジの前記第2の閾値レベルを満たす、または超えると判定したことに応答して、
前記第1のRATのために第2の動作モードを再選択させる、請求項22に記載の非一時的コン
ピュータ可読媒体。
【請求項２４】
　前記実行可能命令がさらに、前記データ処理デバイスに、
　少なくとも1つのUEから追加の測定結果を受信させ、
　前記追加の測定結果に基づいて、前記第1のRATの前記出力またはリソースを再較正させ
る、請求項21に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２５】
　測定を行うことが、ネットワーク聴取(NL)を実行すること、UE報告を受信すること、X2
を通じて前記測定結果を受信すること、または、運用管理および保守(OAM)から前記測定
結果を受信することの少なくとも1つを備える、請求項21に記載の非一時的コンピュータ
可読媒体。
【請求項２６】
　前記第1のRATが、1x、Universal Mobile Telecommunications System(UMTS)、またはGl
obal System for Mobile Communications(GSM(登録商標))の1つであり、第2のRATがLong 
Term Evolution(LTE)である、請求項21に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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